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巻
頭
の
こ
と
ば
磯
部
力
先
生
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
を
も
っ
て
、
定
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
一
九
四
四
年
七
月
、
神
戸
市
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
先
生
は
、
一
九
六
七
年
三
月
、
東
京
大
学
法
学
部
を
ご
卒
業
の
後
、
一
時
、
民
間
企
業
に
お
勤
め
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
九
六
八
年
、
東
京
都
立
大
学
法
学
部
助
手
に
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
助
教
授
、
教
授
と
三
五
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
東
京
都
立
大
学
に
お
勤
め
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
、
立
教
大
学
法
学
部
教
授
と
な
ら
れ
、
以
後
五
年
半
に
わ
た
り
、
環
境
法
の
研
究
・
教
育
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の
研
究
業
績
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
の
研
究
、
な
か
で
も
モ
ー
リ
ス
・
オ
ー
リ
ウ
行
政
法
学
の
研
究
で
す
。
先
生
は
、
東
京
都
立
大
学
助
手
時
代
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
オ
ー
リ
ウ
の
難
解
な
テ
キ
ス
ト
を
丹
念
に
研
究
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
、
一
九
九
〇
年
に
兼
子
仁
、
村
上
順
両
教
授
と
の
共
著
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
﹃
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
学
史
﹄
の
中
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
続
々
と
新
進
行
政
法
研
究
者
に
よ
る
オ
ー
リ
ウ
研
究
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
先
生
の
研
究
は
、
か
か
る
オ
ー
リ
ウ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
先
鞭
を
つ
け
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
も
、
な
お
、
後
進
の
研
究
者
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
土
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
先
生
の
オ
ー
リ
ウ
研
究
は
、
単
な
る
外
国
の
歴
史
研
究
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
先
生
の
鋭
敏
な
感
性
を
通
じ
て
現
代
日
本
の
行
政
法
現
象
に
応
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
伝
統
的
な
法
律
中
心
的
法
治
主
義
理
論
で
は
捉
え
切
れ
な
い
自
治
体
行
政
に
特
有
な
法
治
主
義
原
理
の
可
能
性
を
追
究
す
る
自
治
体
行
政
法
論
と
し
て
表
れ
る
一
方
、
他
方
で
は
、
一
つ
の
公
物
と
み
な
さ
れ
る
都
市
環
境
の
公
共
的
管
理
の
法
と
し
て
国
家
法
秩
序
と
は
相
対
的
に
独
自
の
性
格
を
有
す
る
都
市
法
秩
序
を
論
ず
る
独
自
の
都
市
法
学
の
提
唱
に
結
実
し
て
い
ま
す
。
1
先
生
は
、
学
界
に
お
い
て
は
、
日
本
公
法
学
会
、
環
境
法
政
策
学
会
、
日
仏
法
学
会
、
警
察
政
策
学
会
、
日
本
自
治
学
会
な
ど
の
理
事
を
勤
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
生
の
ご
活
躍
の
場
は
学
界
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
国
及
び
自
治
体
の
審
議
会
、
調
査
会
、
研
究
会
に
も
積
極
的
に
参
与
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
現
実
の
行
政
に
、
直
接
、
間
接
に
関
わ
る
仕
事
を
多
く
こ
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
、
理
論
と
実
践
の
積
極
的
な
架
橋
を
試
み
る
先
生
の
学
問
の
面
目
躍
如
た
る
一
面
が
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
近
年
に
お
い
て
は
、
神
奈
川
県
公
文
書
公
開
運
営
審
議
会
会
長
、
環
境
省
中
央
環
境
審
議
会
臨
時
委
員
、
公
害
等
調
整
委
員
会
委
員
、
国
土
交
通
省
社
会
資
本
整
備
審
議
会
委
員
、
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
臨
時
委
員
、
総
務
省
国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
お
勤
め
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
先
生
が
立
教
大
学
で
過
ご
さ
れ
た
の
は
五
年
半
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
全
学
の
個
人
情
報
統
括
責
任
者
と
し
て
、
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
だ
っ
た
立
教
大
学
の
個
人
情
報
保
護
の
体
制
整
備
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
法
学
部
で
は
総
務
委
員
長
の
重
責
を
担
わ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
こ
の
四
月
か
ら
は
國
學
院
大
學
法
科
大
学
院
に
移
ら
れ
ま
し
た
。
國
學
院
大
學
に
移
ら
れ
て
も
、
立
教
大
学
お
よ
び
わ
が
法
学
部
の
行
く
末
に
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
二
〇
一
〇
年
四
月
立
教
法
学
会
会
長
角
紀
代
恵
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